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ALPS処理水の処分に関する

安全対策・風評対策の最近の動向
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福島相双復興推進機構の取組事例

◼ 8月21日～27日の7日間、郡山市のうすい百貨店にて、「ふくしま常磐大漁市 ～ふくしまの海からSDGsを考えよう～」を福島

相双復興推進機構の主催で開催する。

◼ 本イベントでは、SDGsに向けた魚の資源保護に関する普及啓発を目的とした展示を行うとともに、子どもに興味を持ってもらうことを

目的として、海洋廃棄物であるマイクロプラスチックを用いた工作体験、子どもが描いた魚の絵をデジタル画面で泳がせる「デジタル水

族館」などを実施予定。

◼ あわせて、福島県の水産加工品の販売会である「ふくしま常磐大漁市」、浜の屋台と「常磐もの」キッチンカーによる「常磐レスト

ラン」（24、25日限定）を出店予定。
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ふくしま常磐大漁市～ふくしまの海からSDGsを考えよう～

■日 程：2024年8月21日（水）～27日（火）

■場 所：うすい百貨店（福島県郡山市中町13-1）

デジタル水族館
（子どもが描いた魚の絵が泳ぐ）

マイクロプラスチック工作体験 しらす丼
（「ふくしま常磐大漁市」にて販売予定）
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東京電力による魅力発信①

◼ 東京電力が福島県産品の美味しさや魅力を伝えるために実施している「発見！ふくしま」の取り組みの一環として、7月25日、26

日の2日間、新橋駅前SL広場及びニュー新橋ビル４Fテラス他にて開催された第27回「新橋こいち祭」にブース出店を行い、福

島県産「常磐もの」を使用したさんまのポーポー焼きや日本酒のほか、国産ホタテ焼きを販売した。2日間合計で約14万人の来

場が見込まれる中、国産ホタテメニュー約1,600食を販売した。

◼ 7月27日、28日の2日間、東京都世田谷区にある商業施設二子玉川ライズ・ガレリアにて、最盛期を迎える「ふくしまの桃」を中心

とした県産品の販売、キッチンカーの出店やマルシェを開催した。 2日間合計でふくしまの桃を約5,000個を販売した。
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夏のおいしいふくしまフェア 2024

▲会場の様子

■日程：7月27日（土）、28日（日）

■場所：二子玉川ライズ・ガレリア（東京都世田谷区）

新橋こいち祭への出店

■日程：7月25日（木）、26日（金）

■場所：新橋駅前ＳＬ広場、ニュー新橋ビル４Ｆテラス(ビアガーデン)他

▲会場の様子
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東京電力による魅力発信②

◼ 7月27日～8月2日の7日間、山口県を中心に展開するスーパー「Marukyu（マルキュウ）」50店舗においてホタテ・桃フェア

を開催中。北海道・三陸産ホタテに加えて、福島県産桃の販売イベントを実施。

◼ 7月31日～8月6日の7日間、九州北部を中心に展開するスーパー「マルキョウ」43店舗においてホタテ・桃フェアを開催中。北

海道・三陸産ホタテに加えて、福島県産桃の販売イベントを実施。

◼ 8月3日、4日の2日間、JR博多シティ博多駅前広場において開催される「ふくふくフェア2024」にて、キッチンカーを出店し、福島

県産食材を使った特別メニューを提供するほか、福島県産桃を中心としたマルシェを開催する。
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ふくふくフェア 2024ホタテ・桃フェア＠Marukyu（マルキュウ）

▲2024年3月開催時の様子

■日程：7月27日（土）～8月2日（金）

■場所：マルキュウ（山口県エリア50店舗）

▲会場イメージ

ホタテ・桃フェア＠マルキョウ

■日程：7月31日（水）～8月6日（火）

■場所：マルキョウ（福岡県主要エリア43店舗）

■日程：8月3日（土）、4日（日）

■場所：JR博多シティ博多駅前広場
小イベントスペース

▲2024年3月開催時の様子
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7各地での説明・意見交換①

◼ 本年7月3日から7日にかけて開催された「第41回全日本級別サーフィン選手権大会」において、東京電力福島第一原子力発電所

の廃炉やALPS処理水に関するブースを出展。選手として参加したサーファーの方々や一般の観客の方々に福島第一原子力発電

所のジオラマを用いて説明するとともに、パンフレットの配布を行った。

イベントの様子
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8各地での説明・意見交換②

◼ 本年7月26日から27日にかけて開催された「第3回日本観光ショーケースin大阪・関西」において、東京電力福島第一原子力発電

所の廃炉やALPS処理水に関するブースを出展。来場者の方々に福島第一原子力発電所のジオラマを用いて説明するとともに、パ

ンフレットの配布を行った。

イベントの様子
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9廃炉・ALPS処理水の安全性に係る広報①

◼ ALPS処理水に係るモニタリングの結果を一目でわかるマーク形式で表示するページについて、Yahoo!JAPANのトップページに

バナー広告を掲載。

ALPS処理水に係るモニタリングページ（抜粋）

ページはこちら

Yahoo!JAPAN バナー広告
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廃炉・ALPS処理水の安全性に係る広報② 10

１分程度でわかりやすく解説する動画

① ALPS処理水って何？
本当に安全なの？

④ 本当に海洋放出をしても
大丈夫なの？

② トリチウムって何？ ③ なぜALPS処理水を
処分しなければならないの？

⑤ 近海でとれた魚は
大丈夫なの？

◼ 「ALPS 処理水について知ってほしい５つのこと」をそれぞれ１分程度でわかりやすく解説する動画について動画広告を展開。

（動画はそれぞれ画像左下の２次元コードからご覧いただけます。）
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第10回太平洋・島サミット（PALM10）
でのALPS処理水への言及

▲PALM10の閉会セッションに臨む岸田総理及び出席した首脳（写真：首相官邸HP）

◼ 2024年7月16日から18日に開催された第10回太平洋・島サミット（PALM10）の首脳宣言において、 「岸田総理大臣は、
放出は関連する国際的な安全基準及び慣行に沿って実施されているという日本政府の立場を説明し、国際原子力機関
（IAEA）と緊密に連携し続けていくことにコミットした。首脳は、IAEAを原子力安全に関する権威として認識し、2023年7月
4日に公表されたIAEA包括報告書に留意し、本件に関して科学的根拠に基づくことの重要性で一致した。 」との文言が盛り込ま
れた。

■第10回太平洋・島サミット（PALM10）日本・PIF首脳宣言（関連部分抜粋）
Prime Minister Kishida explained the Japanese Government’s position that the discharge has been carried out in line with relevant international 

safety standards and practices, and committed to continue working closely with the International Atomic Energy Agency (IAEA). Leaders recognized 
the IAEA as the authority on nuclear safety, noted the IAEA Comprehensive Report issued on 4 July 2023 and concurred on the importance of 
being based on scientific evidence in this matter.
（仮訳）
岸田総理大臣は、放出は関連する国際的な安全基準及び慣行に沿って実施されているという日本政府の立場を説明し、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）

と緊密に連携し続けていくことにコミットした。首脳は、ＩＡＥＡ を原子力安全に関する権威として認識し、２０２３年７月４日に公表されたＩＡＥＡ包括報告
書に留意し、本件に関して科学的根拠に基づくことの重要性で一致した。
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12第10回太平洋・島サミット（PALM10）出席国との首脳会談

◼ 2024年7月16日から18日に開催された第10回太平洋・島サミット（PALM10）において、 岸田総理は、テオ首相（ツバ
ル）、サルワイ首相（バヌアツ）,タンゲランギ首相（ニウエ）、マラベ首相（パプアニューギニア）、ウィップス大統領（パラ
オ）、ハイネ大統領（マーシャル諸島）、ランブカ首相（フィジー）、フィアメ首相（サモア）、首相（クック諸島）、フアカ
ヴァメイリク首相（トンガ王国）、マネレ首相（ソロモン諸島）、シミナ大統領（ミクロネシア）、アデアン大統領（ナウル）と
首脳会談を実施。

◼ ALPS処理水の海洋放出について、岸田総理から今後も安心を高めていく旨を説明、それに対し出席国の首脳からは歓迎の意
が示される等した。

▲PALM10の議長国であるクック諸島のブラウン首相との首脳会談（写真：首相官邸HP）
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13
IAEAによるALPS処理水の安全性レビュー（放出後第2回）
について報告書の公表

• 2024年4月23日から26日にかけてIAEAの職員及び国際専門家（アルゼンチン、英国、オーストラリア、韓国、中国、フランス、ベトナ
ム、米国、ロシア）が日本を訪れ、ALPS処理水の海洋放出後第2回目となるレビューミッションを実施。

• 2024年7月18日、IAEAは、東京電力福島第一原子力発電所におけるALPS処理水の安全性レビュー（放出後第2回）に関す
る報告書を公表。

• 具体的なポイントとしては以下のとおり。

• タスクフォースにより、関連する国際安全基準の要求事項と合致しないいかなる点も確認されなかった。

• 規制インフラは、ALPS処理水の放出を安全に監視するにあたり適切。

• 機器及び設備が実施計画及び関連する国際安全基準に合致した方法で設置され、運用されている。

• 東京電力と日本政府が報告されたデータの正確性と信頼性について、包括的で透明性のある客観的検証を行う上で、IAEAの継
続的な裏付け活動とオンサイトでの独立したサンプリングと分析が重要であることを指摘。

• 東京電力と原子力規制委員会の活動が関連する国際安全基準に合致しているかどうかを評価するため、引き続きレビューを行う。次
回のレビューミッションは2024年第4四半期に実施される予定。
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海水・魚のトリチウムの迅速なモニタリング 15

○海水中トリチウムを精密分析にて測定。

○20km以上離れた海域や、宮城県沖南部、茨城
県沖北部でも、精密分析を実施。

○水産物は年約380検体でトリチウムを測定

○①放水口の北北東へ約４km、②放水口の南南東
へ約５kmの２地点で、週４回迅速分析を実施
（放出のない期間は週１回）

水産庁

○海水中トリチウムを測定

○放水口周辺４地点毎日、その他６地点で週２回（放
出期間中）、放水口周辺４地点週１回、その他６地
点で月１回（放出停止期間中）迅速分析を実施。

○海水中トリチウムを測定

○放出期間中、放水口近傍３地点で期間中２回、そ
の他沿岸20地点で期間中１回、迅速分析を実施。

東京電力

計画どおりに安全に放出できていることを確認

環境省

（参考）原子力規制庁
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東京電力による新聞広告掲載

◼ 一昨年８月から、東京電力が、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉の取組について、定期的に地元紙（福島民報、福島

民友、岩手日報、河北新報、茨城新聞）に広告を掲載。

◼ 本年７月も２回掲載しており、今後も月１～２回の頻度で継続的に実施を予定。

新聞への広告掲載内容（左上：モニタリング状況のお知らせ、右下：第３８回）
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